
 

金
沢
市
二
塚
地
区
の
三
十
三
体
観
音 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
金
沢
市
西
部
の
旧
二
塚
村
お
よ
び
隣
接
す
る
旧
安
原
村
に
、
同
一
手
法
の
三
十

三
体
観
音
が
三
組
み
ら
れ
る
。
金
沢
市
内
で
は
、
三
十
三
体
観
音
に
属
す
る
像
容
を
示
す

観
音
が
十
体
ほ
ど
含
ま
れ
る
観
音
群
が
、
こ
の
他
に
二
組
み
ら
れ
る
。 

１ 

専
光
寺
町
観
音
堂
の
三
十
三
体
観
音 

 

金
沢
市
専
光
寺
町
の
一
角
に
、
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
中
央
に
大
き
な
地
蔵
と

阿
弥
陀
が
、
そ
の
左
右
に
小
さ
な
三
十
四
体
の
観
音
と
地
蔵
や
不
動
明
王
な
ど
が
三
列
に

並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
三
十
二
体
の
観
音
と
一
体
の
地
蔵
が
、
同
じ
用
材
と
手

法
で
造
ら
れ
て
い
る
。 

 

金
沢
市
内
に
み
ら
れ
る
三
十
三
体
観
音
の
中
で
は
最
も
完
全
型
に
近
い
も
の
で
、
三
十

二
体
が
三
十
三
体
観
音
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
複
す
る
像
容
が
み
ら
れ
な
い
。
合
掌

観
音
一
体
の
み
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
一
体
の
地
蔵
が
合
掌
像
で
あ
り
、
こ

れ
が
合
掌
観
音
で
あ
れ
ば
完
全
型
で
あ
っ
た
。
銘
文
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
。 

 

中
央
の
大
き
な
地
蔵
は
細
密
な
造
り
で
あ
り
、
そ
の
台
座
に
は
「
享
保
十
四
巳
■
九
月

吉
日
／
曹
洞
沙
門
機
山
輪
傁
／
拜
立
之
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
十
三
体
観
音
の
造

立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
時
代
が
下
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
は
以
前
、
全
て
町
内
の
西
川
家
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
場
所
に
堂
を
建
て

移
さ
れ
た
。
町
内
の
、
寺
町
曹
洞
宗
桂
岩
寺
の
檀
家
と
金
石
曹
洞
宗
龍
源
寺
の
檀
家
で
管

理
さ
れ
て
お
り
、
下
安
原
曹
洞
宗
東
光
院
の
住
職
が
お
参
り
に
来
ら
れ
て
い
る
。
お
経
を

あ
げ
た
後
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
御
詠
歌
を
唱
え
て
い
る
。 

２ 

北
塚
町
観
音
堂
の
三
十
三
体
観
音 

 

専
光
寺
町
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
北
塚
町
の
一
角
の
堂
内
に
、
観
音
、
地
蔵
、

十
王
、
地
獄
像
等
と
共
に
三
十
九
体
の
小
さ
な
観
音
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は

以
前
、
曹
洞
宗
の
尼
寺
の
火
葬
場
と
墓
地
で
あ
っ
た
。 

三
十
三
体
観
音
は
専
光
寺
町
の
も
の
と
用
材
や
手
法
が
同
じ
で
あ
り
、
同
一
人
物
の
作

と
思
わ
れ
る
。
若
干
彩
色
に
手
法
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
三
十
九
体
の
う
ち
の
三
十
五

体
が
、
三
十
三
体
観
音
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
能
静
観
音
が
二
体
、
合
掌
観
音
が

三
体
あ
り
、
多
羅
観
音
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
数
体
に
つ
い
て
は
像
容
が
は
っ
き
り
と
し

な
い
。
銘
文
な
ど
は
入
っ
て
い
な
い
。 

 

三
十
三
体
観
音
の
中
央
に
建
て
ら
れ
て
い
る
大
き
な
観
音
立
像
の
台
石
に
「
八
日
市
新

保
本
福
寺
聖
徳
太
子
御
厨
と
同
年
造
之
／
寒
念
佛
折
に
建
立
」
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

『
太
子
信
仰
と
北
陸
』
に
よ
る
と
、
新
保
本
町
の
真
宗
大
谷
派
本
福
寺
の
聖
徳
太
子
十
六

歳
像
の
厨
子
に
「
寒
中
念
佛
修
行
建
志
／
天
保
三
辛
巳
年
三
月
下
旬
／
北
笹
塚
村
若
講
中
」

の
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
十
三
体
観
音
の
造
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
同

時
期
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
北
笹
村
と
は
現
在
の
北
塚
町
で
あ
る
。 

管
理
さ
れ
て
い
た
の
は
篠
田
家
で
あ
り
、
観
音
講
を
行
っ
て
い
た
の
は
真
宗
大
谷
派
の

方
々
が
中
心
で
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
御
詠
歌
を
唱
え
て
い
た
。
観
音
堂
は
現
在
封
鎖
さ

れ
て
お
り
、
観
音
講
も
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。 

３ 

豊
穂
町
観
音
寺
の
三
十
三
体
観
音 

 

専
光
寺
町
や
北
塚
町
に
近
い
豊
穂
町
の
天
台
宗
観
音
寺
の
本
堂
内
に
、
三
十
四
体
の
小

さ
な
観
音
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
用
材
や
手
法
は
専
光
寺
町
や
北
塚
町
の
も
の
と
同
じ
で

あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
全
面
に
金
泥
が
施
さ
れ
て
お
り
、
遠
目
に
は
木
像
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
ま
た
専
光
寺
町
の
も
の
や
北
塚
町
の
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
千
手
観
音
や
如
意
輪

観
音
な
ど
七
観
音
に
属
す
る
像
容
の
も
の
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
三
十
四
体
の
う
ち
の

二
十
体
以
上
が
三
十
三
体
観
音
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
像
容
の
は
っ
き
り
と

し
な
い
も
の
が
多
い
。
寺
で
は
こ
れ
ら
全
て
を
あ
わ
せ
て
、
西
国
三
十
三
ヶ
所
の
観
音
様

と
称
し
て
い
た
。
観
音
寺
は
現
在
、
無
住
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

灑
水
観
音
の
光
背
の
金
泥
の
上
に
、
筆
で
書
か
れ
た
明
治
三
十
三
年
銘
が
み
ら
れ
る
が
、

後
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
墨
に
よ
る
追
記
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。 



金沢市専光寺町観音堂の三十三体観音 

1 揚柳観音 2 衆宝観音 3 円光観音？ 4 普悲観音 5 不二観音 6 一如観音 7 葉衣観音？ 

8 水月観音 9 六時観音 10 阿麽堤観音 11 蓮臥観音？ 12 施薬観音 13 瑠璃観音？ (聖観音) 

14 威徳観音？ 15 青頭観音？ 16 蛤蜊観音 17 白衣観音 18 延命観音 19 馬郎婦観音？ 

20 龍頭観音？ 21 遊戯観音 22 能静観音 (23 合掌地蔵) 24 持経観音 25 多羅観音 (地蔵？) 

26 阿耨観音 27 一葉観音 28 灑水観音 29 聖観音 30 徳王観音 31 瀧見観音 (地蔵) 

32 岩戸観音 33 魚籃観音 34 持蓮観音 (地蔵) (大黒天) (不動明王) (不動明王)  



 

 

 

 

 

1 揚柳観音 2 衆宝観音 3 円光観音？ 

4 普悲観音 5 不二観音 6 一如観音 

7 葉衣観音？ 8 水月観音 9 六時観音 



 

 

 

 

 

10 阿麽堤観音 11 蓮臥観音？ 12 施薬観音 

13 瑠璃観音？ 14 威徳観音？ 15 青頭観音？ 

16 蛤蜊観音 17 白衣観音 18 延命観音 



 

 

 

 

 

19 馬郎婦観音？ 20 龍頭観音？ 21 遊戯観音 

22 能静観音 （23 合掌地蔵） 24 持経観音 

25 多羅観音 26 阿耨観音 27 一葉観音 



34 持蓮観音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 灑水観音 29 聖観音 30 徳王観音 

31 瀧見観音 32 岩戸観音 33 魚籃観音 



金沢市北塚町観音堂の三十三体観音 

1 龍頭観音 2 白衣観音 3 合掌観音？ 4 聖観音 5 青頭観音 6 合掌観音？ 7 阿麽堤観音  

8 聖観音 9 六時観音 10 能静観音？ 11 岩戸観音 

  

12 葉衣観音 13□観音 14 馬郎婦観音？ 15 一葉観音 16 合掌観音？ 17 普悲観音 18 延命観音  

19 瀧見観音  20 能静観音 21 瑠璃観音 22 施薬観音 

23 阿耨観音 24 衆宝観音？ 25 蛤蜊観音 26 威徳観音 27 一如観音 28 如意輪観音 29 水月観音  

30 遊戯観音 (十王など) 

  

31 灑水観音 32 魚籃観音 33 円光観音？ 34 持蓮観音 35 蓮臥観音？ 36 不二観音？  

37 徳王観音 38 持経観音  39 揚柳観音 



 

 

 

 

 

1 龍頭観音 2 白衣観音 3 合掌観音？ 

4 聖観音 5 青頭観音 6 合掌観音？ 

7 阿麽堤観音 8 聖観音 9 六時観音 



 

 

 

 

 

10 能静観音？ 11 岩戸観音 12 葉衣観音 

13 □観音 14 馬郎婦観音？ 15 一葉観音 

16 合掌観音？ 17 普悲観音 18 延命観音 



 

 

 

 

 

19 瀧見観音 20 能静観音 21 瑠璃観音 

22 施薬観音 23 阿耨観音 24 衆宝観音？ 

25 蛤蜊観音 26 威徳観音 27 一如観音 



 

 

 

 

 

28 如意輪観音 29 水月観音 30 遊戯観音 

31 灑水観音 32 魚籃観音 33 円光観音？ 

34 持蓮観音 35 蓮臥観音？ 36 不二観音？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34 持蓮観音 

37 徳王観音 38 持経観音 39 揚柳観音 



金沢市豊穂町観音寺の三十三体観音 

  

1 施楽観音？  2 如意輪観音？  3 能静観音  4 阿麽堤観音？   

  

5 合掌観音？  6 灑水観音  7 聖観音  8 聖観音  9□観音   

  

      10 瀧見観音  11 能静観音？  12□観音  13 如意輪観音？   

  

      14 阿麽堤観音？  15 普悲観音？  16 一葉観音  17□観音   

  

  



  

  

  

       18□観音  19□観音  20□観音  21□観音   

  

       22 聖観音  23□観音  24 六時観音  25 阿耨観音   

  

 26□観音  27 千手観音  28 合掌観音  29 持蓮観音   

  

       30 白衣観音  31 持経観音  32 徳王観音  33 円光観音？  34 威徳観音   

  

 



1 施楽観音？ 2 如意輪観音？ 3 能静観音 

4 阿麽堤観音？ 5 合掌観音？ 6 灑水観音 

7 聖観音 8 聖観音 9 □観音 

 

 

 

 



10 瀧見観音 11 能静観音？ 12 □観音 

13 如意輪観音？ 14 阿麽堤観音？ 15 普悲観音？ 

16 一葉観音 17 □観音 18 □観音 

 

 

 

 



19 □観音 20 □観音 21 □観音 

22 聖観音 23 □観音 24 六時観音 

25 阿耨観音 26 □観音 27 千手観音 

 

 

 

 



28 合掌観音 29 持蓮観音 30 白衣観音 

31 持経観音 32 徳王観音 33 円光観音？ 

34 威徳観音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


